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Abstract 

The theoreticalas well as experimental modal analyses， including the gust response analysisラ are

conducted for discussing the characteristics and possible mechanism of the large wind-induced vibrations 

observed in the different spans of the transmission line with 8噸bundledconductors. It is concluded that the 

field-measured vibration， analyzed in this study， could be non-stationary gust responses， whose characteristics 

are dominated by the different structur:il characteristics of different spans and the wind characteristics. 
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1. はじめに

送電操は風による異常振動によりこれまで多くの

電気事故，設備被害を受けてきた.その対策を行う

上で風応答振動の特性と原因を把握することは極め

て重要であり，本研究では，多導体送電線で実測さ

れた振動について各種の解析を行い，考察を行った.

具体的には，多導体送電線の固有値解析を行い，主

要振動モードと固有振動数を把握したうえで，現地

の自然風特性を反映したガスト応答解析を行うとと

もに，実測された振動データについて周波数解析，

時間周波数解析，実験モード解析を行って，風応答

振動の特性とその要因について考察を加えている.

表蝿1に，本研究にて用いた解析手法とその解析によ

って同定される振動特性ノfラメータの関係を示す.
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2. 対象送電線と計測概要

解析対象とした送電線は 8導体電線で， A区間は

中間に懸垂支持鉄塔を有する径間長 660m+662mの

2径問， B区間は径間長615mの耐張径聞である.と

もにスベーサ内に取り付けられたセンサによって，

水平・鉛直振動加速度，捻回振動角速度が計測され

ている.計測のトリガ条件は鉛直方向振幅0.2m以上，

捻回角度40以上であり，サンプリング周期は0.10秒，

計測時間は 600秒間である.なお，実測データを用

いた解析には数値積分で得られた変位波形を使用し

表・1 解析方法と同定パラメータ

理論解析

データ解析

解析方法

閲有値解析
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同定パラメータ

固有振動数
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